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論 文 内 容 の 要 旨 
会計基準設定という行為が、国境を跨る作業へと変貌してきている現在、IASBという一民間団体が、
国際的な会計基準設定の中心を担っている現状は、正統性の問題を惹起する。本論文の目的は、IASB
という国際的基準設定主体が、自らをどのように正統化しているのか、米国 FASB、わが国の企業会
計審議会の正統性と対比させながら明らかにすることにある。 
第 1 章では、正統性概念を整理し、会計基準設定主体の正統性を政治的正統性、手続的正統性、
実質的正統性の 3 つを源泉とするものであると定義し、正統性を検証可能にする手段として、社会
心理学の先行研究を検討した。その後、仮説導出作業として、社会心理学の視点から、3基準設定主
体の基準設定過程を比較検討した。結果、「IASB は、デュー・プロセスの厳格化という手段を通じ、
正統性を高めている」との仮説を導出した。そして、当該仮説を検証するため、分析枠組みを提示し
た。 
第 2章では、米国の会計基準設定の歴史を分析枠組みに則って考察した。FASBの政治的正統性は、
議会―SEC―FASB という、明確な委任の連鎖構造によって獲得されていること、FASB の手続的正
統性は、行政手続法に拠ったデュー・プロセスの導入を基盤としていること、そして、FASBの実質
的正統性は、概念フレームワークの整備を通じて獲得されていると考えられるが、「権威ある基準」
としての位置付けはなされていないことから、その正統性の程度は限定的であると指摘した。 
第 3 章では、企業会計審議会に焦点を当て、その正統性について次のように結論づけた。政治的
正統性の観点からは、大蔵省が審議会の答申に省令によって法的権威づけを与え、「通達」を通じた
行政指導により、政治的正統性を強化していること、手続的正統性の観点からは、制度として公開草
案を公表し、パブリック・コメントを募集する手続が存在しなかった点などを指摘し、手続的正統性
は十分なものでなかったこと、実質的正統性の観点からは、デュー・プロセスを前提としない会計基
準設定を行ってきたわが国にとって、概念フレームワークという論理的一貫性を確保する装置が大き
な意味を有しなかったことを指摘した。 
第 4章では、IASBの正統性について、3つの正統性の見地から次のような結論を得た。政治的正
統性の観点からは、国際的規制主体として国家による法的権威づけを間接的にしか受けられない
IASB は、政治的正統性の獲得に限界があること、手続的正統性の観点からは、IASB のデュー・プ
ロセスが相対的に厳格であることから、強い手続的正統性を獲得していることを明らかにした。ただ
し、金融危機の際にデュー・プロセスを経ない基準案の改訂を行ったことが、手続的正統性を相当程
度棄損したとも指摘した。実質的正統性の観点からは、FASB に比して概念フレームワークの位置付
けが高く、実質的正統性の程度が相対的に強いことを意味していると指摘した。 
第 5 章では、第 1 章で導出した仮説をもとに作業仮説を設定し、大学生を被験者とした実験を行
った。分析結果から、次のような解釈を示した。すなわち、被験者は自身が強い不利益を被る場合、
意見を述べる機会をより重視しており、意見聴取機会が多いほうが、不利益な提案をやむを得ないも
のと判断していると考えられる。 
これら検討から、IASBの正統性について次のように結論づけた。国家による直接的な法的権威づけ
を受けられない IASBは政治的正統性の獲得に自ずと限界がある。よって、IASBはデュー・プロセ
スの厳格化による手続的正統性の獲得、また、概念フレームワークの整備を通じた実質的正統性の獲
得によって、政治的正統性の欠如を補完しているのである。また、実験による検討から、会計基準の
経済的影響度に応じて数段階のデュー・プロセス方式が整備されることによって、基準開発の効率性
を落とさずに、関係者に受容可能な基準の設定が可能となるであろうことを示唆した。 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は IFRS（国際財務報告基準）の設定主体である IASBが民間団体でありながらその責を担
っている現実を、同じ会計基準の設定主体である FASB（米国）、企業会計審議会（日本）と対比さ
せながら検討したものである。その分析枠組みとして用いているのが、正統性概念である。 
第 1 章では、正統性概念を整理し、会計基準設定主体の正統性の源泉を、政治的正統性・手続的
正統性・実質的正統性と定義した。さらに、社会心理学の先行研究を検討し、上記の 3 つの基準設
定主体を比較検討した結果、IASB はデュー・プロセスの厳格化という手段を通じて自らの正統性を
高めているという仮説を導出している。 
第 2章では、FASB の会計基準設定の歴史を考察した。議会－SEC－FASBという委任の連鎖によ
って政治的正統性を獲得していること、行政手続法に拠ったデュー・プロセスの導入を基盤として手
続的正統性を確保していること、概念フレームワークを通じて実質的正統性を獲得していると考えら
れるが、その正統性の程度は限定的であることを指摘している。 
第 3 章では、企業会計審議会に焦点を当て、省令によって大蔵省が企業会計審議会の答申に法的
権威づけを与え、「通達」により政治的正統性を強化していること、公開草案、パブリック・コメン
トという一連の手続が存在しなかったことから手続的正統性は十分でなかったこと、実質的正統性か
らは、デュー・プロセスが存在しないわが国では概念フレームワークが大きな意味を有しなかったこ
とを指摘している。 
第 4章では、IASB の正統性について、国家による法的権威づけを受けられない IASB は政治的正
統性の獲得に限界があること、IASBのデュー・プロセスが相対的に厳格であることから、強い手続
的正統性を獲得していること、実質的正統性からは FASB に比して概念フレームワークの位置付け
が相対的に高いことを指摘している。さらに、近年の金融危機の際にデュー・プロセスを経ない基準
案の改訂をおこなったことが、手続的正統性を相当程度棄損したと指摘している。 
第 5 章では、第 1 章での仮説をもとに作業仮説を設定し、大学生を被験者とした実験研究をおこ
なっている。分析結果から、被験者が強い不利益を被る場合に意見を述べる機会をより重視しており、
意見聴取機会が多い方が不利益な提案をやむを得ないものと判断しているという知見を得ている。 
本論文の独自性は、第一に、IASBの検討に際して、正統性概念を基礎として FASB・企業会計審
議会との比較をおこなっている点である。第 2 章から第 4 章までの 3 つの会計基準設定主体の設定
過程の歴史的事実を丹念に追うことによる仮説の検証は、やや自説に偏った理解という面もないでは
ないが、読みごたえがあり、首肯できる結論である。とくに、企業会計審議会の検討は興味深い。第
二に、実験研究によって自らの仮説の検証をおこなっている点である。方法論や記述に未熟な面を残
しているものの、受容可能性に焦点を当てたその視点は斬新であり、今後の展開を期待させるものが
ある。 
以上の審査内容を踏まえて、論文審査委員会は全員一致で本論文が博士（経営学）の学位の授与に
値するものと判断した。 
 
